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1 『次第禅門』巻第一之下、「一正釈諸禅次第義者、行人従初持戒清浄、厭患欲界、繋念修習阿那波那、入欲界定、
依欲界定、得未到地。如是依未到地、次第獲得初禅乃至四禅。是名内色界定。」(T46, p. 480, a20-23) や、『法
華玄義』巻第四上、「諸禅中修六度者……若不持戒、禅定不発。又入禅時、雑念不起、任運無悪。是尸。」(T33, p. 










創価大学大学院紀要・第 40 集・2019 年 5 月 





























得生天上。」(T02, p. 273, a4-6) を参照。 
12 『増一阿含経』巻第十六、「若善男子善女人、欲求作声聞、縁覚、仏乗者、悉成其願。吾今成仏、由其持戒。五
戒、十善、無願不獲。」(T02, p. 626, a21-23) を参照。 
13 『大品般若経』巻第五、「云何名尸羅波羅蜜。須菩提、菩薩摩訶薩以応薩婆若心、自行十善道、亦教他行十善道。





18 『大般涅槃経』（南本）巻第十一、「有二種戒、一者性重戒、二者息世譏嫌戒。性重戒者、謂四禁也。」(T12, p. 
674, b4-5) 、『阿毘達磨倶舎釈論』巻第十一、「前四名戒分、従離殺生乃至離妄語、此四離性罪故。」(T29, p. 232, 
b29-c2) 、『大乗義章』巻第十二、「次辨遮性、五中前四遠離性罪、後之一戒防禁遮悪。」(T44, p. 696, b21-22) 
などを参照。 
19 『大智度論』巻第四十六、「十善道為旧戒、余律儀為客。復次、若仏出好世、則無此戒律。如釈迦文仏、雖在悪
世、十二年中亦無此戒、以是故知是客。復次、有二種戒。有仏時或有或無。十善、有仏無仏常有。」(T25, p. 395, 
c8-12) を参照。 
智顗の戒律思想 

































知説十善道、則摂一切戒。」(T25, p. 395, b18-29) を参照。 
25 注 19を参照。 
26 『次第禅門』巻第一之下、「一有漏法者、謂十善、根本四禅、衆生縁四無量心、四空定。是所以者何。此十二門




往拠菩薩禅門。以此義故、約三法為門。」(T46, p. 479, a25-b8) を参照。 
創価大学大学院紀要・第 40 集・2019 年 5 月 






























                                                          
28 『次第禅門』巻第二、「若約小乗、七衆発心、受戒作法不同故、得戒亦有優劣。如優婆塞優婆夷在家有五戒相。
若本未入仏法男子女人、不殺父害母、不作逆罪、遇好良師教、帰依三宝、為受五戒作法成就、即五戒無作起、名得
五戒。従此名清信士女。復次明沙弥有十戒相。……」(T46, p. 484, b14-20) を参照。 
29 不欠戒、不破戒、不穿戒、無瑕戒、随道戒、無著戒、智所讃戒、自在戒、具足戒、随定戒。『次第禅門』巻第二 
(T46, p. 484, c18-p. 485, a5) を参照。 
智顗の戒律思想 
























                                                          
30 『大智度論』巻第十三、「尸羅〔秦言性善〕、好行善道、不自放逸、是名尸羅。或受戒行善、或不受戒行善、皆
名尸羅。尸羅者、略説身口律儀有八種。不悩害、不劫盗、不邪婬、不妄語、不両舌、不悪口、不綺語、不飲酒。及
浄命、是名戒相。」(T25, p. 153, b9-13) を参照。 
31 『次第禅門』巻第二、「如摩訶衍論説、尸羅、秦言好善。好行善道、不自放逸、是名尸羅。或受戒行善、或不受
戒行善、皆名尸羅。若不受戒行善名尸羅者、既有尸羅、豈不得発諸禅三昧耶。」(T46, p. 487, a7-10）を参照。 
32 『次第禅門』巻第二、「今明懺悔方法、教門乃復衆多、取要論之、不過三種。一作法懺悔、此扶戒律、以明懺悔。
二観相懺悔、此扶定法、以明懺悔。三観無生懺悔、此扶慧法、以明懺悔。此三種懺悔法、義通三蔵摩訶衍、但従多
為説。前一法多是小乗懺悔法、後二法多是大乗懺悔法。……」(T46, p. 485, b29-c6) を参照。 
33 『次第禅門』巻第二、「罪有三品。一者違無作起障道罪、二者体性罪、三者無明煩悩根本罪。……二明観相懺者、
破除体性悪業罪。故摩訶衍論云、若比丘犯殺生戒、雖復懺悔、得戒清浄、障道罪滅、而殺報不滅。此可以証前釈後。
当知観相懺悔、用功既大、能除体性之罪。」(T46, p. 486, c4-12) を参照。 
34 『大智度論』巻第四十六、「復次、戒律中戒、雖復細微、懺則清浄。犯十善戒、雖復懺悔、三悪道罪不除。如比
丘殺畜生、雖復得悔、罪報猶不除。」(T25, p. 395, c12-15) を参照。 
35 殺生・偸盗・邪婬の身業三つ、妄語・両舌・悪口・綺語の口業四つ、貪欲・瞋恚・邪見の意業三つ。 
創価大学大学院紀要・第 40 集・2019 年 5 月 












   次十善而辨三帰者、如来未興於世、爾時已有十善之化、是為世間旧善。豈有三宝之可帰。大聖
初成正覚、方因提謂長者、開授三帰之戒。翻邪帰正、以為入聖之根本。……仏法以此三帰為本、
通発一切戒品及諸出世善法。豈同十善之旧法耶。(『法界次第初門』巻上之下、T46, p. 670, b7-14) 








                                                          
36 『法界次第初門』巻上之上、「次十悪而辨十善者、若人能知悪是乖理之行故、現在将来由斯招苦、則必須息悪行
善、可以来世永致清升之楽果。」(T46, p. 669, c25-27) を参照。 
37 『法界次第初門』巻上之上、「次此応出四重、五逆、七逆、謗方等経、用僧鬘物、作闡提行、十六悪律儀等。諸







果僻信邪心之悪。行善者当行正信帰心正道生智慧之善心。」(T46, p. 670, a5-26) を参照。 
39 『法界次第初門』巻中之下、「集以招聚為義。若心与結業相応、未来定能招聚生死之苦。故名為集。集有三種業、
摂一切業。一不善業、即十不善也。二善業、即十善也。三不動業、即十二門禅也。」(T46, p. 680, b13-16) を参
照。 
40 『大智度論』巻第八十八、「善名欲界中善法、喜楽果報。不善名憂悲苦悩果報。不動名生色無色界因縁業。」(T25, 
p. 681, b16-18) を参照。 
41 波利と共に、成道した釈尊に、最初に供養して帰依した商人。 
智顗の戒律思想 









  六波羅蜜の尸羅波羅蜜について、以下のように説明する。 
 

















                                                          
42 十善を旧善とする表現は、吉蔵の『中観論疏』にも見られ、『大智度論』を出典として明示している。『中観論
疏』巻第八 (T42, p. 118, b14-16) を参照。 
43 『法界次第初門』巻上之下、「五戒是一切大小乗尸羅根本。若犯五戒、則不得更受大小乗戒也。若能堅持、即是
五大施也。此五通名戒者、以防止為義。能防悪律儀無作之非、止三業所起之悪、故名防止。」(T46, p. 670, c17-21) 
を参照。 
44 『法界次第初門』巻上之下、「次此応明在家優婆塞優婆夷一日一夜八戒、出家沙弥沙弥尼十戒、式叉摩那尼六法
戒、比丘比丘尼十種得戒、五篇七聚相、乃至菩薩十重四十八軽戒、及三千威儀、八万律儀。」(T46, p. 671, a16-20) 
を参照。 
45 注 30を参照。 
創価大学大学院紀要・第 40 集・2019 年 5 月 




























                                                          
46 『維摩経文疏』巻第九 (X18, p. 523, c16-p. 524, a1)、『摩訶止観』巻第四上 (T46, p. 37, a4-b27)、同巻





48 『法華文句』巻第一上、「余二十七於金陵聴受、六十九於丹丘添削、留贈後賢、共期仏慧。」(T34, p. 1, b21-22) 
と灌頂が記した通り、二十七歳の時（587年）に講説を受けたとしている。 
49 『摩訶止観』巻第一上、「智者、大隋開皇十四年四月二十六日、於荊州玉泉寺、一夏敷揚二時慈霔。」(T46, p. 
智顗の戒律思想 






















                                                                                                                                                                  













57 『仏説仁王般若波羅蜜経』巻上、「十善菩薩発大心、長別三界苦輪海。」(T08, p. 827, b14) を参照。 
58 『三観義』巻下、「三明能運至者、行者即是不思議因縁衆生。理即是大乗也。因理即故、有名字。名字即、即是
仮名発心。欲乗大乗、名観行即。正乗大乗、欲出三界、乃至始出三界、名相似即。仁王経云、十善菩薩発大心、長
別三界苦輪海。」(X55, p. 682, a11-15) を参照。 
59 『維摩詰所説経』巻中、「文殊師利言、有身為種、無明有愛為種、貪恚礙為種、四顛倒為種、五蓋為種、六入為
種、七識処為種、八邪法為種、九悩処為種、十不善道為種。以要言之、六十二見及一切煩悩、皆是仏種。」(T14, p. 
549, a29-b4) を参照。 
創価大学大学院紀要・第 40 集・2019 年 5 月 
























                                                                                                                                                                  
60 『三観義』巻下、「経言、十不善道為種。即縁因如来種。縁因仏性之異名也。」(X55, p. 677, c2-3) を参照。 
61 聖行、梵行、天行、嬰児行、病行の五つの行い。『大般涅槃経』（南本）巻第十一、「爾時、仏告迦葉菩薩、善
男子、菩薩摩訶薩応当於是般涅槃経、専心思惟五種之行。何等為五。一者聖行、二者梵行、三者天行、四者嬰児行、
五者病行。善男子、菩薩摩訶薩常当修習是五種行。」(T12, p. 673, b22-26) を参照。 
62 『四教義』巻第十、「和光利行、能令衆生、得見菩薩、同其始学。漸修五戒十善人天果報、三十三天楊葉之行。
又示二百五十戒、観練薫修禅、四諦十二因縁、三十七道品。」(T46, p. 758, c10-13) を参照。 
63 『四教義』巻第七、「仙人答曰。吉無不祥。太子相好分明。其若在家、当作転輪聖王飛行皇帝、王四天下、十善
化世。其若出家、必成自然之仏、度脱万姓。」(T46, p. 746, a2-5) を参照。 
64 『四教義』巻第九、「菩薩若不随愛見破戒、即具五支諸戒。……菩薩善能護持諸戒、得入於初不動地。菩薩住不
動地中、不動、不退、不堕、不散、是名菩薩修戒聖行。」(T46, p. 753, c11-21) を参照。 
65 『維摩経玄疏』巻第四、「若得十信成就、即能見真諦理、断界内見思、亦能見俗諦理、分別十法界、法心無謬乱、
生相似中道之解、伏界外無明。故仁王経云、十善菩薩発大心、長別三界苦輪海。法華経明意根清浄云、雖未得菩薩
無漏智慧、而其意根清浄如此。」(T38, p. 541, a1-7) を参照。 
66 『維摩経玄疏』巻第五、「三方便解脱即是業道者、文殊師利云、十不善道為種。此即縁因種、方便解脱之種也。
種即是性。」(T38, p. 553, a16-18) を参照。 
智顗の戒律思想 


























満願。歴四土来生。諸義類直心可知。(『維摩経文疏』巻第八、X18, p. 512, c11-17) 
   ［持戒には］五種がある。第一は事相の持戒で、これは凡夫である。次に四種の持戒は、四教
によって四種の正語・正業・正命を明かしているが、すべて持戒と名づける。くわしく解釈すれ
                                                          
67 『維摩経文疏』巻第五 (X18, p. 492, a2-3) を参照。 
68 『維摩経文疏』巻第九 (X18, p. 524, a5-7) を参照。 
69 『維摩経文疏』巻第十二 (X18, p. 546, b17-18) を参照。 
70 『維摩経文疏』巻第七、「一世間直心者、如世人内懐実録、無有欺誑。即是直心。此乃凡夫外道十善之直。雖世
間妄情謂為是直、理而言之猶諂曲。諺言痴直、即是其義也。」(X18, p. 510, a12-15) を参照。 
71 『維摩経文疏』巻第七 (X18, p. 510, a23) を参照。 
72 『維摩詰所説経』巻上 (T14, p. 538, b6-7) を参照。 
創価大学大学院紀要・第 40 集・2019 年 5 月 






















持非犯戒、皆名為毀戒也。 (『維摩経文疏』巻第九、X18, p. 523, c16-22) 








                                                          
73 『中阿含経』巻第五十八、「法楽比丘尼答曰、非八支聖道摂三聚、三聚摂八支聖道。正語、正業、正命、此三道
支聖戒聚所摂。……是謂非八支聖道摂三聚、三聚摂八支聖道。」(T01, p. 788, c8-14) を参照。 
74 『大智度論』巻第十九、「戒者、正語、正業、正命。」(T25, p. 198, b10) を参照。 
智顗の戒律思想 





























                                                          
75 『維摩経文疏』巻第十五、「今明懺悔罪滅有三種。一作法懺、除滅違無作罪、此是毘尼明懺悔法也。二観相懺悔、
除滅性罪、此依定門明懺悔也。三観無生懺悔、除滅妄想根本罪、此依慧門懺悔也。復次、違無作罪障戒、性罪障定、
根本罪障慧。」 (X18, p. 573, a17-21) を参照。 
76 『維摩経文疏』巻第十五、「二観相懺者、如諸大乗方等経所明行法、見罪滅相。菩薩戒云、懺悔若見光華種種好
相、罪即得滅。若不見好相、雖懺無益。若見好相、非但違無作罪滅、性罪亦滅、而根本罪不滅也。取相心動、則心
水不清、珠豈得現。此亦是擾其心也。」(X18, p. 573, b3-8) を参照。 
77 注 30を参照。 
78 注 19を参照。 
創価大学大学院紀要・第 40 集・2019 年 5 月 
























                                                          
79 『四分律』巻第三十五、「白四羯磨当作如是問、汝不犯辺罪。」(T22, p. 814, c12-13) を参照。 
80 『摩訶止観』巻第四上、「若性戒清浄、是戒度根本、解脱初因。因此性戒、得有無作受得之戒。……戒定道共通
是戒名、説通以性戒為本。故経云、依因此戒、能生禅定及滅苦智慧、即此意也。」(T46, p. 36, b13-23) を参照。 
81 『摩訶止観』巻第四上、「不欠戒者、即是持於性戒乃至四重。」(T46, p. 36, b24-25) を参照。 
82 『摩訶止観』巻第四上、「束前三種戒、名律儀戒。秉善防悪、従初根本、乃至不穿、繊毫清浄、束名律儀戒。凡
夫散心、悉能持得此戒也。」(T46, p. 36, c21-24) を参照。 
83 『摩訶止観』巻第五上、「問。十境條然別不。答。四念処是陰別、観空聚是入別、無我是界別、五停心煩悩別、
八念病別、十善業別、五繫魔別、六妙門禅別、道品見別、無常苦空慢別、四諦十二縁二乗別、六度菩薩別。」(T46, 
p. 51, b15-19) を参照。 
84 『摩訶止観』巻第五上、「三善表楽為相、定善聚為性、升出色心為体、楽受為力、起五戒十善為作、白業為因、
善愛取為縁、善習果為果、人天有為報、応就仮名初後相在為等也。」(T46, p. 53, c10-13) を参照。 
85 『摩訶止観』巻六上、「束於十善、即是五戒。深知五常五行義、亦似五戒。」(T46, p. 77, b3-4) を参照。 
86 『摩訶止観』巻第七下、「如此次第念進慧定陀羅尼戒護廻向願等十信具足、名六根清浄相似之位、四住已尽。仁
王般若云、十善菩薩発大心、長別三界苦輪海。即此意也。」(T46, p. 99, a22-26) を参照。 
智顗の戒律思想 





























89 『大般涅槃経』（南本）巻第十一、「有二種戒、一者性重戒、二者息世譏嫌戒。性重戒者、謂四禁也。」(T12, p. 
674, b4-5) を参照。 
90 『法華玄義』巻第三下、「此両支属律儀、作法受得之戒也。後三支、非作法、是得法。得法時乃発斯戒也。」(T33, 
p. 717, a4-5) を参照。 
91 『大乗義章』巻第一、「晋武都山隠士劉虬説言、如来一化所説、無出頓漸。華厳等経、是其頓教。余名為漸。漸
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